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●臨床研究に関するご案内URL　http://www.med.kagawa-u.ac.jp/hosp/about/rinsyo/

編集委員会 （50 音順）
荒井（検査）、一條（経営）、小野（総務）、
加藤（放射線）、白神（麻酔）、中妻（看護）、
濱本（外来）、芳地（薬剤）、松本（看護）、
村上（病棟）、横井（情報）、横山（管理）、
吉野（医事）
〔委員長 横見瀬病院長〕

　うだるような暑さが一段落した8月22日、手術体験セミナーが開催されました。今年は県内8校から
31名の高校生に参加して頂きました。このセミナーは、実際の手術で使われる手技を模擬体験し、医師
という職業に興味を持ってもらうために行われており、今年で8回目を迎えます。心臓血管外科堀井教
授による開催の挨拶に始まり、消化器外科岡野准教授からは、外科医という仕事の魅力について話して
頂きました。また、医学生および初期研修医にも参加して頂き、より高校生に近い目線からみた実際の手
術とはどんなものかについて話してもらいました。
　その後、各グループに分かれ、心臓血管外科、呼吸器外科、小児育成外科、脳神経外科、形成外科、泌
尿器副腎腎移植外科、麻酔ペインクリニック科の先生がたにご協力頂き、シミュレーターなどを用いた手
術模擬体験コーナーを8つ廻っていきました。ど
のコーナーでも高校生たちは熱心に説明を聞
き、楽しみながらも緊張感をもって操作をしてい
ました。終了後には「忘れられない体験になりま
した」という感想がありました。彼ら、彼女らとと
もに働く日がいつかくるのかも、と期待したいと
思います。
　最後になりましたが、多大なるご協力を頂きま
した、各先生がた、医学部学生、事務スタッフの
方々に心から御礼申し上げます。

手術部　副部長　古泉　真理

　平成２７年９月８日（火）、北海道大学病院　医療安全管
理部長である南須原 康行 診療教授をお迎えし、「法制化
された医療事故調査制度に備えて」と題して、安全管理の
ための職員研修を開催しました。
　当日は６09名と多数の職員の参加があり、「実際のケー
スが多く提示されており、わかりやすい内容だった」「医療
事故調査制度について最新の状況を知ることができた」
「何か起こった時には速やかに報告、また適正に記録する
ことをかかすことのないよう、業務に取りかかっていきたい
と思う」等の感想が寄せられました。
　１０月１日から施行される医療事故調査制度についての
流れが理解でき、また、記録の大切さを再認識する良い機
会となりました。多数のご参加ありがとうございました。

医療安全管理部

　去る８月２２日（土）・２３日（日）の２日間、第十四回卒後臨床研修指導医養成講習会を開催しました。
　齋藤 宣彦先生（医療系大学間共用試験実施評価機構 副理事長・聖マリアンナ医科大学名誉教授）
を中心に講習内容を企画いただき、世話人の先生方（１２名）のご指導のもと、本院２３名・協力型臨床
研修病院１４名の計３７名の研修医指導担当医の皆様が受講され、厚生労働省医政局長認定の修了証
書を授与いたしました。
　特別講演では、田中 信一郎先生（中国四
国厚生局健康福祉部医事課臨床研修審査
専門官）、石田 俊彦先生（香川大学名誉教
授・元本院病院長）にご講演を賜り、本院卒
後臨床研修を見つめ直し、今後の医師育成
を改めて熟考する貴重な機会となりました。
今回も、滞りなく終了できましたのは、関係
各位の皆様のご協力のお陰と感謝しており
ます。

卒後臨床研修センター長　松原　修司

医学部倫理委員会委員長
医薬品等臨床研究審査委員会委員長

　香川大学医学部附属病院では、診療に伴って取得した患者さんの貴重な個人情報を含む記録や尿・血液等の検査
試料、生検組織（内視鏡検査で検査のために採取した組織等）又は摘出組織等の試料が発生します。
　それら記録試料等を本院は、医療機関としてだけでなく、教育研究機関として所定の目的に利用させていただきた
いと思いますので、患者さんのご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　前向き研究（研究を立案、開始してから新たに生じる事象について調査する研究）に患者さんの情報を利用する場
合は、書面により患者さんの同意をいただくことといたします。後向き研究（過去の事象について調査する研究）の場
合は下記URL に示しております。
　利用目的の中に同意しがたいものがある場合は、１階外来ロビー内個人情報相談窓口または各診療科までお申し
出ください。特段のお申し出がない場合は、上記の利用目的のために患者さんの個人情報を利用することに対して
同意が得られたものとさせていただきます。

手術体験セミナー開催手術体験セミナー開催

安全管理のための職員研修報告安全管理のための職員研修報告

第十四回卒後臨床研修指導医養成講習会の開催報告第十四回卒後臨床研修指導医養成講習会の開催報告

臨床研究に関するご案内臨床研究に関するご案内

イベントカレンダー  Ｈ２7．10～12月 予定表
月 日 時 間 場 所 名称及び内容 担 当 連絡先

丸亀町レッツホール高松市丸亀町1番地１
高松丸亀町壱番街東館4階11:00～12：0010/4 総務課 (087）891-2008イキイキさぬき健康塾-香川大学病院と最新医療－

「よくわかるパーキンソン病講座」日
病院2階

カンファレンスルーム14:00～16:0010/21 腎臓内科 (087）891-2267H27年度第2回腎臓病教室
(要予約・外来担当医師までお申し出ください）水

丸亀町レッツホール高松市丸亀町1番地１
高松丸亀町壱番街東館4階11:00～12:0011/1 総務課 (087）891-2008イキイキさぬき健康塾-香川大学病院と最新医療－

「正しいスキンケアで皮膚がん予防」日
病院2階

カンファレンスルーム14:00～16:0011/18 腎臓内科 (087）891-2267H27年度第3回腎臓病教室
(要予約・外来担当医師までお申し出ください）水

病院2階
カンファレンスルーム14:00～15:3011/24 肝炎相談窓口(地域連携室） (087）891-2468肝臓病教室火
かがわ国際会議場
サンポートホール高松9:00～11/28 麻酔・ペインクリニック科 (087）891-2223第33回日本麻酔・集中治療テクノロジー学会土
サンサン館みき14:00～16:1011/29 肝炎相談窓口(地域連携室） (087）891-2468肝臓病　市民公開講座日

丸亀町レッツホール高松市丸亀町1番地１
高松丸亀町壱番街東館4階11:00～12:0012/6 総務課 (087）891-2008イキイキさぬき健康塾-香川大学病院と最新医療－

「ここまでできる脳卒中の最新治療」日
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医事課　医療支援室

四国新聞　2015年（平成27年）7月31日（金曜日）掲載（四国新聞に転載について許諾済み）

　平成27年8月5日に「第8回香川県がん診療連携協議会」が香川県社会
福祉総合センターにおいて開催されました。
　協議会では、横見瀬病院長が議長を務め、横見瀬病院長及び久米川医
師会長の挨拶の後、議題の１）香川県がん診療連携協議会相談支援部会
実務者連絡会設置、２）「患者必携　地域の療養情報」の改訂について活
発な議論が交わされました。本院の白川事務部次長から都道府県がん診
療連携拠点病院連絡協議会の報告及び各部会（地域連携・パス、院内がん
登録、相談支援、緩和医療、研修・教育、情報・広報）から平成26年度の事業
実施報告が行われました。また、香川県からがん患者ニーズ調査の実施等
について報告がありました。
　今後もがん医療の予防から社会復帰まで大局的ながん支援を目指すこととし、閉会しました。

平成27年11月1日（日） 11:00～12:00
丸亀町レッツホール 高松市丸亀町1番地1 高松丸亀町壱番街東館4階

講師：皮膚科　森上　純子　助教
参加費無料、事前申込不要　問合せ先：総務課 電話：０８７－８９１－２００８（平日9時～17時）

「正しいスキンケアで皮膚がん予防」
イキイキさぬき健康塾 －香川大学病院と最新医療－イキイキさぬき健康塾 －香川大学病院と最新医療－

総務課　企画調査係
　８月２７日(木)市内ホテルにおいて、平成２７年度関係医療機関懇談会が
開催されました。この懇談会は、関係医療機関のニーズに応え、地域との
診療連携をよりスムーズに行うことおよび大学病院の現状等を報告するこ
となどを目的としたものであり、関係医療機関から病院長等５８名、本院か
ら３４名、総勢９２名の参加がありました。
　冒頭に横見瀬病院長から挨拶および大学病院の現状と将来構想などに
ついて説明がありました。続いて、新たに教授に就任した本学教員により
説明が行われました。
　また、引き続き開催された懇親会では意見・情報交換など積極的に行われ、盛会のうちに終えること
ができました。

皮膚科助教（学内講師）　森上　徹也
　当科は、さる2014 年 11月 8日～ 9日の２日間、教授・窪田泰夫を会長とし、第 66 回日本皮膚
科学会西部支部学術大会を、高松市のアルファあなぶきホールで主催しました。学会テーマは、
2014 年が四国 88 箇所霊場開創 1200 年であることに因み、「同行二人の皮膚科」。皮膚科の現場
で見られる「患者と医師」「研究と臨床」「知識と経験」の関係に、巡礼者と弘法大師が共に歩む「同
行二人」の精神を重ね、とも寄り添い、歩んでいこうとの意味を込めました。
本学会は中四国、九州沖縄の皮膚科学会員を対象としていますが、実際には全国から多数の演題や
ご参加をいただき、最終的には一般演題 152 題、参加 904 名と、同大会としては大規模な学会に
なりました。
　各分野のスペシャリストが結集した 4 つのシンポジウムでは、「ニキビ、角化症、老化の『基礎と臨
床』」、「皮膚科医療とIT技術」が取り上げられ、「同行二人の皮膚科」にふさわしいものでした。また、「皮
膚科と IT」の一環として、最新情報の提供に Twitter を利用し、学会プログラム電子版を
FileMaker 形式で作成するなど、皮膚科学会の運営では初の試みをいくつも行いました。
　また、学会場に開設した無料のうどん屋台、希少糖製品やうどん県グッズなどの土産物販売で、
香川の魅力を広くアピールしました。JR クレメントホテルで行われた懇親会では、アトラクションとし
て少林寺拳法連盟の皆さんによる大迫力の演武、
そしてワインエキスパートが厳選した珠玉の銘品
ワインを楽しめるワインコーナーが人気を集めま
した。学会場に設営した、高級外国車の試乗コー
ナーも、皮膚科学会では珍しく、大変賑わってい
ました。
　仕事と家庭の両立に悩む医師のキャリア支援を
目的とした相談会、そして子育て中の医師が安心
して学会に参加できる託児所やキッズツアーも開
催し、好評でした。
　今回の学会は、皮膚科学会西部支部史上に残
る盛会でした。参加された全ての方々に、香川
県の楽しい思い出と、香川大学皮膚科学教室の
団結力を感じていただけたことと思います。

四国新聞社の記事転載について、ホームページでの公開には
許諾されていないため、転載記事を除きました。

四国新聞社の記事転載について、ホームページでの公開には
許諾されていないため、転載記事を除きました。

香川の医療最前線香川の医療最前線

第8回香川県がん診療連携協議会第8回香川県がん診療連携協議会

日本皮膚科学会西部支部学術大会を主催しました日本皮膚科学会西部支部学術大会を主催しました

平成２７年度関係医療機関懇談会を開催平成２７年度関係医療機関懇談会を開催
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県の楽しい思い出と、香川大学皮膚科学教室の
団結力を感じていただけたことと思います。

四国新聞社の記事転載について、ホームページでの公開には
許諾されていないため、転載記事を除きました。

四国新聞社の記事転載について、ホームページでの公開には
許諾されていないため、転載記事を除きました。

香川の医療最前線香川の医療最前線

第8回香川県がん診療連携協議会第8回香川県がん診療連携協議会

日本皮膚科学会西部支部学術大会を主催しました日本皮膚科学会西部支部学術大会を主催しました

平成２７年度関係医療機関懇談会を開催平成２７年度関係医療機関懇談会を開催
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●臨床研究に関するご案内URL　http://www.med.kagawa-u.ac.jp/hosp/about/rinsyo/

編集委員会 （50 音順）
荒井（検査）、一條（経営）、小野（総務）、
加藤（放射線）、白神（麻酔）、中妻（看護）、
濱本（外来）、芳地（薬剤）、松本（看護）、
村上（病棟）、横井（情報）、横山（管理）、
吉野（医事）
〔委員長 横見瀬病院長〕

　うだるような暑さが一段落した8月22日、手術体験セミナーが開催されました。今年は県内8校から
31名の高校生に参加して頂きました。このセミナーは、実際の手術で使われる手技を模擬体験し、医師
という職業に興味を持ってもらうために行われており、今年で8回目を迎えます。心臓血管外科堀井教
授による開催の挨拶に始まり、消化器外科岡野准教授からは、外科医という仕事の魅力について話して
頂きました。また、医学生および初期研修医にも参加して頂き、より高校生に近い目線からみた実際の手
術とはどんなものかについて話してもらいました。
　その後、各グループに分かれ、心臓血管外科、呼吸器外科、小児育成外科、脳神経外科、形成外科、泌
尿器副腎腎移植外科、麻酔ペインクリニック科の先生がたにご協力頂き、シミュレーターなどを用いた手
術模擬体験コーナーを8つ廻っていきました。ど
のコーナーでも高校生たちは熱心に説明を聞
き、楽しみながらも緊張感をもって操作をしてい
ました。終了後には「忘れられない体験になりま
した」という感想がありました。彼ら、彼女らとと
もに働く日がいつかくるのかも、と期待したいと
思います。
　最後になりましたが、多大なるご協力を頂きま
した、各先生がた、医学部学生、事務スタッフの
方々に心から御礼申し上げます。

手術部　副部長　古泉　真理

　平成２７年９月８日（火）、北海道大学病院　医療安全管
理部長である南須原 康行 診療教授をお迎えし、「法制化
された医療事故調査制度に備えて」と題して、安全管理の
ための職員研修を開催しました。
　当日は６09名と多数の職員の参加があり、「実際のケー
スが多く提示されており、わかりやすい内容だった」「医療
事故調査制度について最新の状況を知ることができた」
「何か起こった時には速やかに報告、また適正に記録する
ことをかかすことのないよう、業務に取りかかっていきたい
と思う」等の感想が寄せられました。
　１０月１日から施行される医療事故調査制度についての
流れが理解でき、また、記録の大切さを再認識する良い機
会となりました。多数のご参加ありがとうございました。

医療安全管理部

　去る８月２２日（土）・２３日（日）の２日間、第十四回卒後臨床研修指導医養成講習会を開催しました。
　齋藤 宣彦先生（医療系大学間共用試験実施評価機構 副理事長・聖マリアンナ医科大学名誉教授）
を中心に講習内容を企画いただき、世話人の先生方（１２名）のご指導のもと、本院２３名・協力型臨床
研修病院１４名の計３７名の研修医指導担当医の皆様が受講され、厚生労働省医政局長認定の修了証
書を授与いたしました。
　特別講演では、田中 信一郎先生（中国四
国厚生局健康福祉部医事課臨床研修審査
専門官）、石田 俊彦先生（香川大学名誉教
授・元本院病院長）にご講演を賜り、本院卒
後臨床研修を見つめ直し、今後の医師育成
を改めて熟考する貴重な機会となりました。
今回も、滞りなく終了できましたのは、関係
各位の皆様のご協力のお陰と感謝しており
ます。

卒後臨床研修センター長　松原　修司

医学部倫理委員会委員長
医薬品等臨床研究審査委員会委員長

　香川大学医学部附属病院では、診療に伴って取得した患者さんの貴重な個人情報を含む記録や尿・血液等の検査
試料、生検組織（内視鏡検査で検査のために採取した組織等）又は摘出組織等の試料が発生します。
　それら記録試料等を本院は、医療機関としてだけでなく、教育研究機関として所定の目的に利用させていただきた
いと思いますので、患者さんのご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　前向き研究（研究を立案、開始してから新たに生じる事象について調査する研究）に患者さんの情報を利用する場
合は、書面により患者さんの同意をいただくことといたします。後向き研究（過去の事象について調査する研究）の場
合は下記URL に示しております。
　利用目的の中に同意しがたいものがある場合は、１階外来ロビー内個人情報相談窓口または各診療科までお申し
出ください。特段のお申し出がない場合は、上記の利用目的のために患者さんの個人情報を利用することに対して
同意が得られたものとさせていただきます。

手術体験セミナー開催手術体験セミナー開催

安全管理のための職員研修報告安全管理のための職員研修報告

第十四回卒後臨床研修指導医養成講習会の開催報告第十四回卒後臨床研修指導医養成講習会の開催報告

臨床研究に関するご案内臨床研究に関するご案内

イベントカレンダー  Ｈ２7．10～12月 予定表
月 日 時 間 場 所 名称及び内容 担 当 連絡先

丸亀町レッツホール高松市丸亀町1番地１
高松丸亀町壱番街東館4階11:00～12：0010/4 総務課 (087）891-2008イキイキさぬき健康塾-香川大学病院と最新医療－

「よくわかるパーキンソン病講座」日
病院2階

カンファレンスルーム14:00～16:0010/21 腎臓内科 (087）891-2267H27年度第2回腎臓病教室
(要予約・外来担当医師までお申し出ください）水

丸亀町レッツホール高松市丸亀町1番地１
高松丸亀町壱番街東館4階11:00～12:0011/1 総務課 (087）891-2008イキイキさぬき健康塾-香川大学病院と最新医療－

「正しいスキンケアで皮膚がん予防」日
病院2階

カンファレンスルーム14:00～16:0011/18 腎臓内科 (087）891-2267H27年度第3回腎臓病教室
(要予約・外来担当医師までお申し出ください）水

病院2階
カンファレンスルーム14:00～15:3011/24 肝炎相談窓口(地域連携室） (087）891-2468肝臓病教室火
かがわ国際会議場
サンポートホール高松9:00～11/28 麻酔・ペインクリニック科 (087）891-2223第33回日本麻酔・集中治療テクノロジー学会土
サンサン館みき14:00～16:1011/29 肝炎相談窓口(地域連携室） (087）891-2468肝臓病　市民公開講座日

丸亀町レッツホール高松市丸亀町1番地１
高松丸亀町壱番街東館4階11:00～12:0012/6 総務課 (087）891-2008イキイキさぬき健康塾-香川大学病院と最新医療－

「ここまでできる脳卒中の最新治療」日


